
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目
標

割り当てられ
た業務を行う
事が出来る。

リーダー、ス
タッフに報
告、連絡、相
談ができる。

夜勤の流れが理解
でき医療チームと
しての自覚を持つ
ことができる。
・緊急時の対応が
理解できる

チームの一員とし
て役割が果たせ、
メンバーとして責
任のある行動がと
れる。

助言を得なが
ら担当護師の
役割を果たす
ことができ
る。

緊急入院時の
準備と対応が
できる。
・夜勤業務が
責任をもって
できる

メンバーとお
互いが協力し
ながら業務を
実践できる

患者個々に
応じた看護
展開ができ
る。

担当チーム
のリーダー
としての役
割が身に付
く。

未経験項目
の習得がで
きる。

２年目に向
け自らの課
題を考える
ことができ
る。

集
合
研
修

トランスファー
医療ガス
（電子ｶﾙﾃ操作研
修）電子ｶﾙﾃｼｽﾃﾑ
新人ナースの心掛け

薬剤部の話
（医療機器）
心電図の話し
各種モニター
の取り扱い
看護記録

（医療機器）
ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ
輸液ポンプ
注射技術研修

（医療機器）
人工呼吸器
医療事故防止対策
身体抑制の研修

　

所
属

注射レポート
薬剤調べ

 

経
験
項
目

アナムネの聴取
酸素吸入
酸素ボンベの取り扱
い
吸引・ネブライザー
体温調節
手指衛生と清潔保持
無菌操作の実施
医療廃棄物規定に
沿った適切な取り扱
い
洗浄・消毒・滅菌の
適切な選択

血糖値測定
皮下注射
筋肉注射
静脈内注射
点滴静脈内注射
インスリン製剤の
種類・用法・副作
用の観察
輸液の管理
静脈血採血と検体
の取り扱い

意識レベルの把握
褥瘡の予防
創傷処置
洗浄・消毒・滅菌
の適切な選択
転倒・転落防止策
の実施
導尿
膀胱内留置カテー
テルの挿入と管理

輸血の準備
輸血中と輸血
後の観察
検査の介助
エコー
胃カメラ
大腸ﾌｧｲﾊﾞ-
透視など

人工呼吸器の
理解
中心静脈内注
射の準備介
助・管理
麻薬の主作用
副作用の観察
薬剤等の管理
（毒薬・劇
薬・麻薬・血
液製剤
を含む）

気道確保
経鼻エアウェ
イ
人工呼吸
閉鎖式心臓
マッサージ
気管挿管の準
備と介助
除細動
動脈血採血の
準備と検体の
取り扱い

疾
患
別

　

整形外科
・大腿骨骨折
・鎖骨骨折
・その他骨折
認知症

消化器科
・胃瘻
・胃癌
・直腸癌
・吐血・下血
下肢静脈瘤

泌尿器科
・TUR‐P
・TUR‐BT
・前立腺摘出
・腎不全
脳神経外科
脳梗塞、脳出
血

呼吸器科
・気胸、肺癌
・肺炎
・喘息
・COPD

循環器科
・PCI
・心不全
・動脈瘤
・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ
糖尿病

動脈閉塞

評
価

3ヵ月評価
(６月終了時評価）

７月第１週提出

6ヵ月評価
(9月終了時評価）
10月第１週提出

9ヵ月評価
(12月終了時評価）

1月第１週提出

12ヵ月評価
(3月終了時評価）

4月第１週提出

環境整備
患者誤認防止策の実施
転倒転落防止策の実施
バイタルサイン
体位変換
排尿・便介助（便器・尿
器）
移動と移送の介助
清拭
洗髪
陰部ケア
口腔ケア
入浴介助

食事介助
経管栄養法
経口・外用・直腸内与薬
レントゲン・CT
採尿・尿検査の方法と
検体の取り扱い
喀痰の採取と検体の取り扱い
心電図モニター・１２誘導心
電図の装着・管理
浣腸
摘便
輸液ポンプ・シリンジポンプ
の取り扱い

・腰椎麻酔
・全身麻酔

職場の環境に慣れ日常業務の流れが理解でき
る。
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看護部ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
医療安全について
感染管理（ＩＣＴ）
放射線部の話
検査部の話（輸血も含）

4月

病棟ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ


